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自動車部品加工業のためのAIでシステム内製化セミナー お問い合わせNo.S141806

セミナー内容

第1講座第1講座

株式会社船井総合研究所　製造業支援部　塩田 俊吾

第3講座第3講座

株式会社船井総合研究所　製造業支援部　リーダー 熊谷 俊作

第2講座第2講座

株式会社船井総合研究所　製造業支援部　リーダー 熊谷 俊作

【QRコードからのお申込み】

【PCからのお申込み】

右記QRコードからお申込みください。

https://www.funaisoken.co.jp/seminar/141806

お申込み方法

船井総研ホームページ（https://www.funaisoken.co.jp）の右上検索マークから『141806』をご入力し検索ください。

※よくあるご質問は「船井総研　FAQ」と検索しご確認ください。　※お電話・メールでのセミナーお申込みは承っておりません。

E-mail seminar271@funaisoken.co.jp TEL 0120-964-000（平日9:30～17:30）【お問い合わせ先】船井総研セミナー事務局

開
催
日
時

受講料 税抜10,000円（税込11,000円）／一名様 税抜8,000円（税込8,800円）／一名様
※会員価格は、各種経営研究会・経営フォーラム、および社長onlineプレミアムプラン（旧：FUNAIメンバーズPlus）へ ご入会中のお客様のお申込みに適用となります。

※祝日や連休により変動する場合もございます。

一般価格 会員価格

開催方法 オンライン開催 お申込み期日

13：00～15：00（ログイン開始：開始時刻30分前～）
銀行振込み
クレジットカード

：開催日6日前まで
：開催日4日前まで

●AIエージェントの最新動向と現場活用例
●紙・Excel環境でもできるAI活用の全体像

AIエージェントの概要・現在地・できること

●現場を変えずに始めるDX・AIエージェント活用3ステップ
●3ヶ月で成果を出すためのKPI設計
●自走型組織をつくるための具体策

アナログ経営からAI自走型経営へ

自動車部品加工業における
生成AI／AIエージェント活用事例10選

2026年6月22日月・ ・23日火 24日水

【技術承継】熟練工の段取り・加工ノウハウをAIが手順書化
【品質管理】手書きの測定結果からAIが検査成績書を自動作成
【受注処理】フォーマットの異なるFAX・PDF図面からの受発注入力自動化
【原価管理】タブレット入力で工数を集計し、製品ごとの正確な原価を見える化
【生産管理】内示と確定オーダーの差分をAIが抽出し、Excelの生産計画へ反映（他5選）

今ある「紙とExcel」をそのまま使って、
わずか3ヶ月で属人化した現場業務を自動化！

自動車部品業界向け

営  業

製造・
生産技術

バック
オフィス

経営・
マネジメント

Excel・紙運用でも、AIエージェント活用で受注入力を自動化！
年100万のコストを削減！
社内ルールを読み込ませたチャットボットを作成し、社内問い合わせ数激減

過去の受注案件・失注案件のデータをAIに分析させ、
価格や納期の傾向から次回の受注確率を上げるための改善ポイントを抽出する
顧客との商談音声をAIがテキスト化し、
予算や希望納期などの重要項目だけを自動で議事録フォーマットに要約する

日報や売上管理など、担当者ごとにバラバラなExcelファイルをAIに読み込ませるだけで、
毎朝自動で数値を集計し、スマホに一言コメント付きで要約して報告する
ノートに手書きした新規事業のアイデアをスマホで撮るだけで、
AIが金融機関向けのきちんとした事業計画書の文章に変換する

どのプロジェクトや工程に「誰が・どれだけの時間」を費やしたかをAIが分析し、
ダッシュボードで可視化。
AIエージェントで、工具貸出管理アプリをつくる

AIエージェントとは、指示待ちではなく「自律的にツールを使って実務をこなすAI」です。従来のAIが「相談役」なら、エージ
ェントは「有能な助手」。例えば「来週の打ち合わせを調整して」と伝えると、自ら関係者のスケジュールを確認し、案内メール
の文面まで考えて準備してくれます。社長や現場が本来の業務に集中できるよう、面倒な段取りを巻き取ってくれる右腕にな
ります。

いまさら聞けないAIエージェントとは？

と

のまま始める



『うちでもできるかも』̶ その直感が、DX成功の第一歩です。セミナー詳細は裏面へ。

従業員10～200名規模の自動車部品加工業の事業主の皆様
図面管理、検査成績書の作成、内示・確定オーダーの照合が紙やExcel中心で、
事務作業や転記に限界を感じている皆様
生産管理システムなどの数百万～1,000万円の見積もりを見て、
導入を断念したことがある皆様
過去にパッケージソフトを入れたが、多品種少量生産や特急対応に合わず、
結局「Excel」に戻ってしまった皆様
AIやDXの「勉強」ではなく、明日から使える「実物」を作りたい皆様

本セミナーで聞ける！実現できた成功事例！

本セミナーで紹介するAI活用成功事例を一部先行公開！

自動車部品加工業のための

客先からメールでPDF発注書が送信されたときに、AIが項目（顧客名、製品名、金額等）を自動
でスプレッドシートに転記。以前は手打ちで転記作業していたが、このAIシステムにより、年間
100万円の人件費削減に成功。

工具の貸出管理アプリ画面。工具を誰がいつから使っているのか把握
できるようになる。極めつけは、AIエージェントを使えば30分程度で
誰でも上記のアプリが作製できること。自社の業務を最も理解してい
る社員がWebアプリを開発することで、手軽に業務改善をおこなうこ
とができる。

バックオフィス（総務・経理）

営業

製造・生産技術

経営・マネジメントの活用事例

▶Excel・紙運用でも、AIエージェント活用で受注入力を自動化！年100万のコストを削減！
▶社内ルールを読み込ませたチャットボットを作成し、社内問い合わせ数激減
▶取引先との契約書をAIに読み込ませ、下請法などに抵触する不利な条項がないかを瞬時に
　ハイライトしてリスクを可視化する

▶FAXで届いた紙の図面や依頼書をスキャンするだけでAIが文字や公差を読み取り、
　いつも使っているExcel見積書の指定セルに数値を自動転記する
▶過去の受注案件・失注案件のデータをAIに分析させ、
　価格や納期の傾向から次回の受注確率を上げるための改善ポイントを抽出する
▶顧客との商談音声をAIがテキスト化し、予算や希望納期などの重要項目だけを
　自動で議事録フォーマットに要約する

▶どのプロジェクトや工程に「誰が・どれだけの時間」を費やしたかをAIが分析し、ダッシュボードで可視化。
▶隠れた作業のボトルネック発見や正確な労務コスト（原価）の算出を実現し、
　データに基づいた迅速な経営判断を後押しする。
▶AIエージェントで、多言語対応マニュアルアプリをつくる

▶日報や売上管理など、担当者ごとにバラバラなExcelファイルをAIに読み込ませるだけで、
　毎朝自動で数値を集計し、スマホに一言コメント付きで要約して報告する
▶ノートに手書きした新規事業のアイデアをスマホで撮るだけで、
　AIが金融自社に影響がありそうなトピックだけを抽出して通知する
▶社長の頭の中にある今後の事業ビジョンをスマホに音声で吹き込むだけで、
　AIが全社員向けの分かりやすいメッセージ文章に変換する

❶AI導入準備シート

このセミナーでお伝えする“Excel × AIエージェント”の考え方は、私たちが全国の中小製造業を支援する中で、
“現場が一番ストレスなくAIを使い始められる方法”としてたどり着いた答えです。

AIというと「難しい・高額・専門家が必要」という印象がありますが、いま世界ではその常識が変わりつつあります。
Claude Code や Antigravity のように、自然言語でWebアプリを構築できるAI開発環境が登場し、
“こういう画面を作りたい”“この処理を自動化したい”と伝えるだけで、AIが自動でアプリや業務ツールを生成できる時代になりました。
つまり、これまで数百万～数千万円をかけて外注していたシステムを、現場の担当者が自分たちで作れる時代が到来したのです。

しかし多くの企業が今、同じ壁に直面しています。

「AIで何ができるかは分かるが、自社のどこに使えば効果が出るのかが分からない」

その答えが、“Excel × AIエージェント”です。
現場が慣れ親しんだExcelをそのまま入り口・出口として使いながら、図面読取、検査成績書の自動作成、受注照合など、
裏側の単純作業をAIが肩代わりする“半自動化”を進めていきます。

この方法なら、特別なプログラミング知識がなくても、現場の方が“自分たちの業務に合ったAIツール”を作り、改良し続けることができます。
ブラックボックス化せず、スクリプトや設定を共有しながら、自社仕様のAIを自分たちで育てることができるのです。
AI導入は、もはや“外注するプロジェクト”ではありません。

これからは、“現場が自分たちでAIを動かす時代”。
3ヶ月後、皆様の会社でもきっと、『うちの現場がここまでできるとは思わなかった』という実感を得られるはずです。

3ヶ月で“AIが動く現場”を、自社の手でつくる。Column

セミナー参加特典

本セミナーではこのような皆様がおすすめです！

業務課題を整理し、「どこにAIを入れると効果が出るか」を可視化できる実践フレームワーク。

❷AI・AIエージェント活用成功事例集（講座テキスト）
製造業の現場DX事例をまとめた冊子。図面読取・検査・内示照合など、実際の自動化パターンを網羅。

❸希望者限定・無料個別相談（60分） 
業務構造をもとに、AI導入の最適ポイントを講師が直接アドバイスさせていただきます。

株式会社船井総合研究所　製造業支援部 リーダー 熊谷 俊作


